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‣ Arch squad / Wantedly, Inc. 
- Backend, Web Frontend の Tech Lead 的なこともしています 
- 代表作 
- grapi: Go の gRPC server 用マイクロフレームワーク 
- UI デザインシステムの React 実装の設計 
- GraphQL Gateway の設計・実装 (←今日はこの話） 

‣ 好きな TC39 proposal は Error Cause 
- https://github.com/tc39/proposal-error-cause 
- いつのまにか Stage 4 になってた

https://github.com/tc39/proposal-error-cause


©2021 Wantedly, Inc.

JavaScript and Wantedly

https://speakerdeck.com/wantedly/for-engineers?slide=22
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JavaScript and Wantedly

バックエンドでも一部利用 
（puppeteer による画像生成など）

4世代に分かれているが、最新のものは Next.js に移行 
👉  https://docs.wantedly.dev/fields/application/frontend-architecture

https://speakerdeck.com/wantedly/for-engineers?slide=22
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JavaScript and Wantedly
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今日はこれの話
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GraphQL and Wantedly

最初の GraphQL 導入
‣ 2019年はじめごろで、Wantedly Visit の企業側画面に導入したのが最初


‣ Web Frontend における課題を解決するために導入


- Web Frontend で型付きのスキーマで、生産性高く開発したい


- 複数マイクロサービスからのデータを集約し、フロントエンドで使いやすい形に変換したい


‣ いわゆる “BFF” 的な使われ方


- フロントエンド寄りの開発者がスキーマ設計・実装をおこなう


- （モバイルで使ってなかったのは、単純に検証できてなかったのもある）
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GraphQL and Wantedly

Web Frontend GraphQL server

microservice

microservice

microservice

JSON / HTTP 

Protobuf / gRPC
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GraphQL and Wantedly

振り返り - 最初の GraphQL 導入
‣ Web Frontend における生産性は確かに向上した


- スキーマから正しい型が生成されて便利


- 状態管理も Apollo Client に任せることができた


‣ 一方で、アーキテクチャ全体として最適な形になったかは別


‣ Wantedly People(mobile app), Profile 側のチームが BFF を利用するときに問題が顕在化した
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Wantedly People(mobile app) Architecture

Mobile app

gRPC


server

microservice

microservice

microservice

JSON / HTTP 

Protobuf / gRPC
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grpc-gateway

microservice
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‣ バックエンドとモバイルが協働してスキーマを設計する

- 主導はバックエンドになることも多い

- マイクロサービス・アーキテクチャでは、バックエンドの
システム間通信もスキーマが重要


‣ Protobuf IDL から OpenAPI のスキーマも生成できるため、
モバイル側でもスキーマを活用可能

Protobuf によるスキーマ駆動開発
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- 主導はバックエンドになることも多い
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‣ Protobuf IDL から OpenAPI のスキーマも生成できるため、
モバイル側でもスキーマを活用可能

Protobuf によるスキーマ駆動開発

https://www.wantedly.com/companies/wantedly/post_articles/309513
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Multi-application and Microservices and GraphQL

Mobile app gRPC


server

microservice

JSON / HTTP 

Protobuf / gRPC

grpc-gateway

microservice

Web Frontend GraphQL server

microservice

microservice

顕在化した課題

‣ Protobuf と GraphQL でスキーマが２重管理になる

-  「どっちが最新だっけ？」


‣ Protobuf to GraphQL の変換コードめっちゃ書くハメになる

GraphQL スキーマを持つ

Protobuf スキーマを持つ
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Mobile app gRPC


server

microservice

JSON / HTTP 
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GraphQL server

microservice

microservice

Web Frontend

そもそも…

‣ GraphQL 導入の大きなメリットとしてあったのは…

- 「 型のあるスキーマとそこからの実装の生成」


‣ Protobuf を利用すれば、似たようなことはできてしまう
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Reconsider “GraphQL”

GraphQL を入れる目的を再考する
‣ GraphQL のメリット再考


- 型のあるスキーマと、そこからのコード生成


- フィールド・関連オブジェクトを選択的に・柔軟に取得できるインタフェース


- データ形式・通信方式ともに一般的なフォーマット（JSON over HTTP）なので、どこでも動く


‣ Wantedly で守りたいところ


- バックエンドのシステム間通信でもスキーマ駆動開発したい（既存の資産を使いたいので、gRPC 使いたい）


- 1つのスキーマを絶対的なソースとして扱いたい
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- バックエンドのシステム間通信でもスキーマ駆動開発したい（既存の資産を使いたいので、gRPC 使いたい）


- 1つのスキーマを絶対的なソースとして扱いたい

Protobuf IDL で記述されたスキーマにはドメイン知識が反映されている


ドキュメントが自然言語でも記述されている


wantedly/apis というリポジトリで中央管理されており、


そこから各言語実装が自動生成される


このリポジトリにあらゆる知識が集積され、プロダクト開発を加速させている

（詳しくは「Protocol Buffers によるプロダクト開発のススメ - API 開発の今昔 - | Wantedly Engineer Blog」を参照）


（…ので、スキーマ２重管理により信頼性が既存されるのは困る）
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Wantedly のプロダクト性質

https://speakerdeck.com/wantedly/for-engineers?slide=22

‣ Web とモバイルでドメイン設計は同じ


- プロダクトを跨いでも（共通部分は）同じ


‣ アプリ・機能によって情報量の多寡がある


- e.g. ユーザ側プロフィールと企業側プロフィール（スカウト送ると

きに見るやつ）は情報量が違う
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GraphQL Gateway 構想

Visit app(iOS)

microservice
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Protobuf / gRPC

Web Frontend (user)

GraphQL gateway

microservice

microservice

Web Frontend (client)

Visit app(Android)
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GraphQL Gateway 構想

Visit app(iOS)

microservice

JSON / HTTP 

Protobuf / gRPC

Web Frontend (user)

GraphQL gateway

microservice

microservice

Web Frontend (client)

Visit app(Android)

1つの GraphQL スキーマを全フロントエンドで共有することで、


似たような API を量産するコストを減らす


（あるいは、不要なフィールドを取得して余計なレイテンシが発生するのを防ぐ）
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GraphQL Gateway 構想

Visit app(iOS)

microservice

JSON / HTTP 

Protobuf / gRPC

Web Frontend (user)

GraphQL gateway

microservice

microservice

Web Frontend (client)

Visit app(Android)

ドメインロジックはバックエンドに実装される


（複数のフロントエンドで同じロジックを実装するのを防ぐ）


情報の集約は GraphQL gateway で1つのグラフを配信するだけなので、各フロン

トエンド向けの API を構築する必要はない


 （belongs to user なオブジェクトに user を注入する処理とか書きがちだけど、

それをしなくて良くなる）
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GraphQL Gateway 構想

Visit app(iOS)

microservice

JSON / HTTP 

Protobuf / gRPC

Web Frontend (user)

GraphQL gateway

microservice

microservice

Web Frontend (client)

Visit app(Android)

.proto file.proto file.proto fileGraphQL schema

.proto から GraphQL schema と実装を生成するツールを自作し、


Schema 管理と GraphQL server 実装のコストを減らす
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graphql-gateway
‣ Protobuf にある情報はなるべく GraphQL に引き継ぐ


- コメントももちろん残す（GraphiQL やクライアント側の VSCode 上でも見れて便利）


- Nullability


- (gRPC には non-null を宣言する仕組みは標準では存在しないが、コメントや extension にそれを記述しよう！という規約を導入している → 

https://google.aip.dev/203）


- Abstraction: oneof -> union


‣ オブジェクトは Protobuf から生成し、オブジェクトとオブジェクトの接続は TypeScript で記述


‣ 将来的には開発のスケーラビリティ担保のために GraphQL Federation とかしたくなりそう


‣ とりあえず1箇所に入れてみて検証


- アーキテクチャに大きな変更を入れるときは撤退可能にしておくのが大切


‣ Node.js (TypeScript + GraphQL Nexus)


- Go や Rust も選択肢としてはあったが、リファレンス実装である graphql-js を使うことを優先


- あとで変えたくなっても、GraphQL のスキーマが守れていればなんとかなる


- Apollo Server などはとりあえず使わない（必要になりそうなタイミングで考える）


- Envelop は使いたい https://www.envelop.dev/


‣ Resolver 内で gRPC を叩く


- 取得系は基本的に DataLoader を経由し、いわゆる N+1 問題を防ぐ


- バックエンドが FieldMask pattern に対応している場合、GraphQL クエリから賢く FieldMask を組み立てる
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自慢したい話したいことは無限にあるが時間が足りない
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バトルしたい話を聞きたい・議論したいことがある人は話を聞きに来てください！

（Spatial Chat にもいます）

https://www.wantedly.com/projects/748998
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まとめ・まなび

‣ 技術の導入は、何の問題を解決するのが目的なのかを意識しよう


- 「悪くなった！やめる！」ではなく、結局「何を解決したくて」「何とコンフリクトしているのか」を考える


‣ とはいえ撤退する勇気も大事


- 大きな技術導入は、撤退しやすいように小さくすすめるのもポイント


- 実環境で動かさないとわからないこともある


‣ GraphQL (というか API 技術全般）について色んな人と議論したいです！ぜひ来てね！


